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1. 本誌 は､物性物理 の研 究 を共 同で促進 す るため ､研究者 が そ
の研 究意 見 を自由 に発表 し討論 しあい､ また､研 究 に関連 した
情報 を速や か に交換 しあ うこ とを目的 として､毎 月 1回編集 ･
刊行 され ます｡掲載 内答 は､研 究論文 ､研 究会 ･国顧会議 な ど
の報告 ､講義 ノー ト､研究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､
情報 な どです｡
2. 本誌 に掲載 され る論 文 につ いては､原 則 として審査 は行 ない
ませ んO但 し､編集者 が本誌 に掲載 す･るこ とを著 し く不棄直当 と
認め た もの につ いて は､改訂 を求 め､ または掲載 を拒 絶す るこ
とが あ ります｡
3. 本誌 の掲載論文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と毒は､著者 の承
諾 を得 た上 で priva,tecommunication扱 いに して下 さいo
投稿規定
1･ 雑誌 のペ ー ジ数 を節約 す る声 め原稿 は極 力簡潔 にお書 き下 さ
い｡
2. .原稿 は4=00字詰原稿 用誠 を使用 して下 さい｡
3. 数式 ､記号 の書 き方 は Progress､ Journal の投稿 規 定 に
に準 じ､ミスプ リン トが生 じないように適 当 な処 置 を とって下 さ｢
い○
上 ツ キ､下 ツ キは特 に紛 わ しい もののみ を手旨定 して下 さい｡∃
英字 77大 ､施文 字 ､ ギ リシャの指定 を忘 れ ろ予､よ うに､O とa
と0(ゼ ロ)､u とn と rr ､C とe ､1 (-〟 )と 1(イチ)､X と×
㌧ (カケル)､u とY等 が一 番間違 や､やす い0
4. 数式 は 3行 にわた√って大 き く書 いて下 さい｡
5. 1才子以 内 にお さま らない可能性 のあ る長 い数式等 ほ･必ず改行
の際 の切 れ 目を赤 で手旨定 して下 さい｡
6. 図の縮尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡一 貫以 内 に入 らない図 は原則
として著者 に返送 し､書 き改 め ていただ きます｡
7. 投手高後 の原稿 の言丁正 はで きるだけ さけ るように して下 さい .＼
8. 別刷 が入用 な場ノ合は､投稿 の際 に所要部数 を10部単位 で申込
･んで下 さい｡別紙代 は下記 方式 に よ り ､ 現金 で納入 してノい ただ
き ます｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん｡
p :物 研 出 来 上 り真 数 J
X :別 刷 所 要 部 数 ′∫
a :別 刷 一 頁 の代 金 1円
b :製 本代 (別 刷 一 部 につ き) 10円
別 刷代- (ap+ら)Ⅹ +送 料
別刷代 金 は別刷 を受 取 ってか ら､ 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡
そ れ よ り遅 れ た場′合 に は遅 滞 追徴 金 を請 求 され る こ とが あ ります
す か ら､御 注 意 下 さ い｡
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大 学 特 集 (続 )
以 前 北 大 を 皮 切 りに各 地 の 大学 を 紹 介 す る大 学 特 集 を 行 い
好 評 を博 し ま したが ,種 々の 都 合 で 中止 され て い ま し た . 今
回 は ま だ 紹 介 して 噴 い て い な い 各 大 学に登 場願 い , ｢〝続 〟
大 学 梅 集 ｣を 企 画 す る こ と とな りま した ｡今 月 号 の 信 州 大 学
だ よ りに引続 き ,東 大 物性 研 ,地 方 大 学 特 集 な どが 予 定 され
て い ま す ｡
こ の企 画 が 研究 者 間 の 交 蔀 が活 発 な ものにな った り,研 究
にお け る大 学 とい う単 位 の 役 割 が 再 認 識 され る き っか け とな
れば と思 い ま す O 今 後 の こ の特 集 の た め と協 力 をお 願 い し ま
す ｡
- 編 集 部 -
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Prop.rr. Toshin TSUZUK=
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c Asymptotic evaluation of the Greenls function for large
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プV プ t)ン ト案内
c S上at.isticalmechanics of a compressible Isipg mod-el
with application to p-DrasS (G.A.fiaker and
J.W.民ssam )
o Magnetic Ordering in a linear a′示 iferromagnet, CsNiP25
(M.Meka,ta,K.Adachi,H.Takai and N.Achj_wa〕
C =ne(lualities among the tsing一日eisenberg mOd･el uritica･l
ind_icGs (G.A.Baker,Jr)
c ContTibu℃ion a la theorie de la a,iffraCtiorl
(N.Chakol
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〔東大 .埠.物理 久保研〕
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Experiment Situation (R.I.ParksI
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oOn the Total TTan苧mission and･Reflection Dy a Finite.,
AbSOrbing Slab (Peter工)･Noer_dlinger1
0Experimental Stud.y of the LanDd_a Transition oftLiquid.
巳elium Using First Sound_Attenuat,ion
(Richard_I).Williamsl
編 集 後 記
表紙裏に掲げ られている本誌の性格の うち,特に ｢5｣の ｢著者の承諸を得
た上で private communication扱いに｣して引用するとい う点について
最近議論 されているo実際 ･私 自身の論文を privやte COmmunioationとし




会議 (これについては次号抱翫予定)で も話題にな り.主に投稿者 として本誌
を利 用してお られる若手麿に このような意見が強い｡
一方, 11月CT基研研変部員会で もとりあげ られたが .主に読者の正毅にあ
る研究部負のか歴 々の閲では ,それに対する抵抗が強いようである｡Referee
をお くとか,編集をもっと強化しな くて転駄 目だとい うことらしい.
こU-.'澗 牌は呑誌をどうするか という曲か らだけでな く,日本語による学術論
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